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コンクリート100年時代を支える
亜硝酸リチウムを用いた

総合的コンクリート補修工法
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【概　要】
●ASR膨張が進行している構造物に小径の圧
　入孔（φ10㎜）を削孔し、部材全体に『プロコ
　ン40』を内部圧入します。
●塩害、中性化により鉄筋腐食が進行している
　構造物に対し、鉄筋周囲の範囲に『プロコン
　40』を内部圧入します。
●内部圧入は小容量タイプのカプセル式加圧注入
　機『リハビリカプセル』を使用します。
【効　果】
●鉄筋周囲に亜硝酸イオンを効果的に供給し、
　以後の鉄筋腐食を抑制します。
●コンクリート部材全体にリチウムイオンを効
　率的に供給し、以後のASR膨張を抑制します。

【概　要】
●ASR膨張が進行している構造物に小径の圧
　入孔（φ20㎜）を削孔し、部材全体に『プロコ
　ン40』を内部圧入します。
●塩害、中性化により鉄筋腐食が進行している
　構造物に対し、鉄筋周囲の範囲に『プロコン
　40』を内部圧入します。
●内部圧入は油圧式圧入装置『リハビリ圧入機』
　を使用します。
【効　果】
●鉄筋周囲に亜硝酸イオンを効果的に供給し、
　以後の鉄筋腐食を抑制します。
●コンクリート部材全体にリチウムイオンを効
　率的に供給し、以後のASR膨張を抑制します。

【概　要】
●塩害、中性化、ASRによって発生したひび割れ
　に、超微粒子セメント系ひび割れ注入材を低
　圧注入します。
●ひび割れ注入材に先立ち、『プロコン40』を先
　行注入します。
●ひび割れ注入には、自動低圧注入器『リハビリ
　シリンダー』を使用します。
【効　果】
●注入材の粒子が細かいため、微細なひび割れ
　まで閉塞でき、劣化因子の侵入を抑制します。
●ひび割れ周辺やコンクリート表層部に亜硝酸
　イオン、リチウムイオンを供給することができ
　ます。

【概　要】
●鉄筋腐食抑制とＡＳＲ膨張抑制効果を目的とし
　て、コンクリート表面に『プロコンガードプラ
　イマー』を塗布します。
●鉄筋腐食抑制とＡＳＲ膨張抑制、劣化因子侵入防
　止をより効果的にする目的で、『リハビリペースト』
　（亜硝酸リチウム含有ポリマーセメントペースト・モ
　ルタル）を塗布します。
●劣化因子侵入防止目的で、亜硝酸リチウムと相
　性確認した塗膜（高分子系浸透性防水材）を塗
　布します。
【効　果】
●表面から侵入してくる劣化因子を遮断すること
　が出来ます。
●鉄筋腐食抑制効果およびＡＳＲ膨張抑制効果を
　コンクリート表層部に付与することが出来ます。

【概　要】
●鉄筋腐食抑制とＡＳＲ膨張抑制効果を目的と
　して、コンクリート表面に『プロコンガード
　プライマー』を塗布します。
●劣化因子侵入防止目的で、『プロコンガード』
　（けい酸リチウム系表面含浸材）を塗布しま
　す。
【効　果】
●表面から侵入してくる劣化因子を遮断するこ
　とが出来ます。
●鉄筋腐食抑制効果およびＡＳＲ膨張抑制効果
　をコンクリート表層部に付与することが出来
　ます。
●経過観察が可能

【概　要】
●『PSL-40』を適応量、断面修復材（ポリマー
　セメントモルタル）に混入し断面修復工法を行
　います。
●断面修復は左官工法と湿式吹付工法を採用
　します。
●全断面修復、部分断面修復で採用します。
●リハビリカプセル工法と部分断面修復工法を
　組み合わせることが出来ます。
●表面保護工法と部分断面修復工法を組み合
　わせることが出来ます。
【効　果】
●鉄筋周囲に亜硝酸イオンを効率的に供給し、
　以後の鉄筋腐食を抑制します。
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亜硝酸イオンによる不動態被膜の再生メカニズム
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【塩害・中性化対策】

不動態被膜の再生により
鉄筋腐食を抑制する
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亜硝酸リチウムによるASR膨張抑制
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『アルカリシリカゲルの膨張』
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亜硝酸リチウム４０％水溶液
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プロコン４０ ＰＳＬ－４０ プロコンガード
プライマー

プロコン４０は
内部圧入工法・
ひび割れ注入工
法で、より浸透拡
散する亜硝酸リ
チウムです。

ＰＳＬ－４０はポ
リマーセメントモ
ルタルと相性の
良い亜硝酸リチ
ウムです。

表面塗布工法で
の浸透拡散が優
れた亜硝酸リチ
ウムです。

塩害・中性化の補修工法選定フロー ＡＳＲの補修工法選定フロー

コンクリート構造物の劣化 亜硝酸リチウムの役割
亜硝酸リチウムとは亜硝酸イオン（NO2-）
とリチウムイオン（Li+）の化合物です。
亜硝酸イオンは鉄筋の不動態被膜を再生し
て、鉄の腐食を抑制し、塩害と中性化対策と
して機能します。
リチウムイオンはアルカリシリカゲルを非膨
張させ、ＡＳＲ対策として機能します。

⇒コンクリートの高アルカリの中では鉄筋の
周りに不動態被膜ができて腐食することはありません。

塩害で劣化したコンクリート　　　ASRで劣化したコンクリート

鉄筋はなぜ錆びないのか？

■鉄筋腐食　塩　害：塩分が一定量以上コンクリートに侵入して不動態被膜が
　　　　　　　　　　　 破壊され、鉄筋が錆びます。
　　　　　　　　中性化：高アルカリのコンクリートに二酸化炭素が侵入して中性化
　　　　　　　　　　　 傾向になり、不動態被膜が破壊されて錆びます。
■アルカリシリカ反応（ＡＳＲ）高アルカリ中で反応性骨材の表面にアル
　カリシリカゲルが生成され、吸水膨張してひび割れが生じることで強度が落ちます。

一般的な表面保護工法
（経過観察）
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腐食発生限界未満　　　　　　　　　　腐食発生限界以上

ひび割れ変状なし 　　　　　　　　　ひび割れ変状あり

再劣化
させない

予防保全
鉄筋腐食の抑制を
考慮した予防保全

主として劣化因子の遮断
劣化因子の除去

電気防食工法

全断面修復工法

簡易型高圧注入
『リハビリカプセル工法』

亜硝酸リチウムを用いた断面修復工法
ひび割れ注入工法、表面保護工法

亜硝酸リチウムを用いた
表面保護工法

主として鉄筋腐食
そのものの抑制

再劣化・再補修を許容するが
再補修回数を少なくしたい。
　　

表面被覆工法　『リハビリ被覆工法』

（潜伏期） （進展期） （加速期前期ー後期） （加速期前期ー後期）

表面含浸工法『プロコンガードシステム』

表面被覆工法
『リハビリ被覆工法』

表面含浸工法
『プロコンガードシステム』

ひび割れ低圧注入工法
『リハビリシリンダー工法』

断面修復工法『リハビリ断面修復工法』

◎腐食発生限界を超えているか？
◎ひび割れ、浮きなどの変状が
　生じているか？
◎将来の維持管理シナリオは？

（進展期・加速期） （進展期・加速期） （進展期・加速期）

◎ＡＳＲの残存膨張性は？
◎将来の維持管理シナリオは？

START

鋼板・連続繊維シート
接着工法など

一般的なひび割れ注入
表面含浸・表面被覆

将来の維持管理
シナリオ

ＡＳＲ膨張性
評価

表面被覆工法
『リハビリ被覆工法』

表面含浸工法
『プロコンガードシステム』

ひび割れ低圧注入
『リハビリシリンダー工法』

簡易型高圧注入
『リハビリカプセル工法』

油圧式高圧注入
『ＡＳＲリチウム工法』

無害　　　　　　　　　　有害

再劣化・再補修を許容するが
再補修回数を少なくしたい。 再劣化させない

※ASR膨張性評価が無害であっても
　完全に膨張は収束していないので
　リハビリ工法を施工することが望
　ましい。


